
RIMS共同研究「数学誌出版の現状と将来の分析」

京都大学数理解析研究所の共同利用・共同研究事業の一つとして、下記の RIMS共

同研究を開催します。

提案者：森 重文 （京都大学数理解析研究所）

代表者：玉川安騎男（京都大学数理解析研究所）

記

期間：平成２４年１２月２６日（水） – ２７日（木）

場所：京都大学数理解析研究所１１０号室

１２月２６日（水）

9:00 自由討論

11:00 開会のご挨拶と諸注意

11:15 基調講演＋討論

森重文（京都大学数理解析研究所）

「数学誌出版の現状：将来に向けて」

13:30 基調講演＋討論

永井裕子（日本動物学会）

「Open Access – 学術誌の選ぶ道」

14:15 基調講演＋討論

安達淳（国立情報学研究所）

「物理学分野のオープンアクセス活動 SCOAP3の現状報告」

15:00 Coffee Break

15:30 各誌からの報告 第１部＋討論

17:00 自由討論

１２月２７日（木）

9:00 自由討論

9:45 基調講演＋討論

尾城孝一（国立情報学研究所）

「オープンアクセスをめぐる国内外の動向」

10:30 基調講演＋討論

戸瀬信之（慶應大学）

「日本数学会の刊行物とその電子化」

11:15 基調講演＋討論

林和弘（文部科学省 科学技術政策研究所）

「化学系ジャーナルからみた数学系ジャーナル」

13:30 各誌からの報告 第２部＋討論

15:00 Coffee Break

15:30 各誌からの報告 第３部＋討論

17:00 自由討論
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「各誌からの報告」では、以下の各誌担当者の方に、１誌５–１０分程度を目安にご

報告いただき、討論の話題とさせていただく予定です。（以下雑誌名・担当者名はア

ルファベット順で、実施順とは異なります。）

・Hiroshima Mathematical Journal

坂元国望

・Hokkaido Mathematical Journal

新井朝雄

・Japanese Journal of Mathematics

小林俊行、中島啓

・Journal of Mathematical Sciences, the University of Tokyo

宮岡洋一、坪井俊

・Journal of the Mathematical Society of Japan

宮岡洋一、堤誉志雄

・Kodai Mathematical Journal

柳田英二

・Kyoto Journal of Mathematics

泉正己、三輪哲二、堤誉志雄

・Kyushu Journal of Mathematics

辻井正人

・Nagoya Mathematical Journal

藤原一宏、行者明彦、Lars Hesselholt*

・Osaka Journal of Mathematics

藤木明

・Proceedings of the Japan Academy, Ser. A, Mathematical Sciences

柏原正樹*、森重文

・Publications of the Research Institute for Mathematical Sciences

柏原正樹*、望月新一、森重文、向井茂、中島啓、玉川安騎男

・Tohoku Mathematical Journal

石田正典、西川青季

・Tokyo Journal of Mathematics

筱田健一

（* = to be confirmed）


